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国
友
一
貫
斎
『
気
砲
記
』
の
佐
藤
信
淵
自
筆
書
き
入
れ
本

松
田
　
清

は
じ
め
に

鉄
砲
鍛
冶
国
友
一
貫
斎
（
一
七
七
八
～
一
八
四
〇
）
が
オ
ラ
ン
ダ
製

空
気
銃
「
風ふ

う

砲ほ
う

」
を
も
と
に
製
造
し
た
高
性
能
空
気
銃
「
気き

砲ほ
う

」
を
絵

入
り
で
解
説
し
た
『
気
砲
記
』（
一
八
一
九
刊
）
に
、
国
学
者
平
田
篤

胤
（
一
七
七
六
～
一
八
四
三
）
の
門
人
で
、
経
世
家
の
佐
藤
信の

ぶ

淵ひ
ろ

（
一

七
六
九
～
一
八
五
〇
）
が
長
文
の
書
き
入
れ
を
加
え
、
秋
田
の
知
人
に

贈
っ
た
版
本
が
八
七
年
ぶ
り
に
み
つ
か
っ
た
。「
風
砲
」
は
空
気
銃
の

オ
ラ
ン
ダ
語w

indroer

（
ウ
ィ
ン
ト
ル
ー
ル
）
の
意
訳
で
あ
る
が
、

一
貫
斎
は
自
作
の
高
性
能
空
気
銃
を
、「
気
」
を
込
め
る
砲つ

つ

と
い
う
意

味
で
、「
気き

砲ほ
う

」
と
名
付
け
た
。

秋
田
藩
重
臣
あ
て
と
推
定
さ
れ
る
書
き
入
れ
は
、「
気
砲
」
の
開
発

に
協
力
し
た
蘭
学
者
山
田
大
円
（
一
七
六
五
～
一
八
三
一
）
と
佐
藤
信

淵
の
交
流
、
そ
の
構
造
や
性
能
、
平
田
篤
胤
が
幽
界
を
知
ろ
う
と
夢
中

に
な
っ
た
天
狗
小
僧
寅
吉
と
一
貫
斎
と
の
や
り
と
り
、
幽
界
の
「
風

砲
」
や
種
々
の
「
笛
」（
オ
ル
ゴ
ー
ル
）
の
話
な
ど
か
ら
な
る
。
篤
胤

の
記
録
『
仙
境
異
聞
』
に
比
べ
る
と
、
多
分
に
誇
張
を
加
え
て
い
る

が
、
当
時
の
平
田
篤
胤
サ
ロ
ン
に
お
け
る
未
知
の
世
界
（
幽
界
）
と
新

し
い
技
術
に
対
す
る
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ

る
。本

稿
で
は
、
ま
ず
、
一
貫
斎
の
「
気
砲
」
製
造
の
経
緯
と
仙
童
寅
吉

と
の
出
逢
い
、『
仙
境
異
聞
』
に
み
え
る
「
仙
炮
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
知
見
を
ま
と
め
、
つ
い
で
、
新
出
の
『
気
砲
記
』
佐
藤
信
淵
自

筆
書
き
入
れ
本
の
書
誌
的
考
察
と
書
き
入
れ
の
内
容
分
析
を
行
な
う
。

１　

一
貫
斎
の
「
気
砲
」
と
仙
童
寅
吉

江
州
国
友
村
の
国
友
藤
兵
衛
一
貫
斎
（
諱
重し

げ

恭ゆ
き

、
別
号
眠
龍
、
能よ

し

当ま
さ

）
は
江
戸
時
代
後
期
に
、
そ
の
優
れ
た
職
人
技
と
忍
耐
強
い
観
察
実
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験
精
神
に
よ
っ
て
、
反
射
望
遠
鏡
や
神
境
（
魔
境
）、
空
気
銃
を
製
造

し
た
鉄
砲
鍛
冶
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
貫
斎
の
成
功
の
陰
に
は
山

田
大
円
と
い
う
眼
科
医（

（
（

の
協
力
が
あ
っ
た
。
大
円
は
謎
の
多
い
人
物
で

あ
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
渡
り
の
機
器
（
望
遠
鏡
・
空
気
ポ
ン
プ
・
オ
ル

ゴ
ー
ル
時
計
な
ど
）
に
詳
し
く
、
そ
の
蘭
学
知
識
で
一
貫
斎
を
助
け

た
。一

貫
斎
の
生
き
た
日
本
は
飢
饉
（
内
憂
）
と
ロ
シ
ア
の
脅
威
（
外

患
）
に
お
び
え
る
社
会
不
安
の
時
代
だ
っ
た
。
為
政
者
（
幕
府
・
諸

藩
）
は
儒
学
の
普
及
徹
底
で
社
会
的
安
定
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
が
、

在
野
で
は
そ
の
不
安
の
な
か
、
と
く
に
日
本
の
文
化
的
自
立
を
求
め
る

国
学
が
勃
興
し
た
。
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
一
）
の
門
人
を

自
称
し
た
平
田
篤
胤
は
日
本
神
話
や
世
界
の
起
源
、
あ
の
世
（
幽
界
）

を
探
求
し
、
門
人
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
篤
胤
の
門
人（

（
（

で
経
世

家
の
佐
藤
信
淵
は
富
国
強
兵
策
を
続
々
と
論
じ
、
諸
藩
に
献
策
を
し
た

が
、
机
上
の
空
論
家
と
し
て
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
た
。

文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
五
月
、
一
貫
斎
は
彦
根
藩
か
ら
の
鉄
砲

受
注
を
め
ぐ
る
鉄
砲
鍛
冶
年
寄
と
の
訴
訟
の
た
め
、
江
戸
に
呼
び
出
さ

れ
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
七
月
ま
で
四
年
間
、
江
戸
に
滞
在
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
江
戸
滞
在
中
の
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
一
〇
月
、

山
田
大
円
宅
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
献
上
し
た
将
軍
家
伝
来
と
い

う
将
軍
家
斉
御
用
品
の
空
気
銃
（「
献
上
風
砲
」
と
呼
ば
れ
た
）
を
見

せ
ら
れ
、
そ
の
修
復
と
複
製
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
や
、
丹

後
峰
山
藩
主
・
老
中
・
京
極
周
防
守
高た

か

備ま
さ

の
依
頼
に
よ
り
、
一
一
月
か

ら
高
性
能
の
空
気
銃
「
気
砲
」
の
製
造
に
着
手
、
文
政
二
年
三
月
九
日

に
完
成
さ
せ
た
。「
気
砲
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
「
献
上
風
砲
」
は
一

八
世
紀
後
半
に
オ
ラ
ン
ダ
で
製
造
さ
れ
た
ス
ヘ
イ
フ
ェ
ル
（Scheiffel

）

銃
だ
っ
た（

（
（

。
ス
ヘ
イ
フ
ェ
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ノ
ー
ル
ト
・
ブ
ラ
バ
ン
ト

州
グ
ラ
ー
フ
ェ
（Grave

）
の
鉄
砲
鍛
冶
の
名
で
あ
る
。

実
は
、
一
貫
斎
は
江
戸
に
出
る
以
前
か
ら
、
す
で
に
「
風
砲
」
の
試

作
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）

に
、
当
時
膳
所
藩
に
仕
え
て
い
た
眼
科
医
山
田
大
円
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ

人
伝
授
の
風
砲
製
造
法
を
習
い
、
翌
年
に
は
大
坂
城
代
・
越
前
勝
山
藩

主
小
笠
原
相
模
守
か
ら
注
文
を
受
け
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、「
気
砲
」
製
造
の
噂
は
た
ち
ま
ち
幕
府
の

老
中
や
好
事
の
大
名
達
の
間
で
評
判
と
な
っ
た
。
質
問
に
大
勢
の
人
が

門
前
に
押
し
寄
せ
、
対
応
に
困
っ
た
た
め
、
一
貫
斎
は
み
ず
か
ら
気
砲

を
「
図
示
し
四
方
好
事
人
の
求
め
に
応
」
じ
て
、
解
説
書
『
気
砲
記
』

を
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
（『
気
砲
記
』
自
序
）。
こ
の
年
、
一

貫
斎
は
老
中
酒
井
若
狭
守
邸
（
五
月
二
四
日
）、
松
平
能
登
守
邸
（
翌

日
）、
老
中
松
平
定
信
の
上
覧
（
九
月
四
日
）
と
次
々
に
、
幕
府
高
官

の
前
で
「
気
砲
」
の
実
演
を
行
い
、
そ
の
威
力
を
見
せ
つ
け
た
。

翌
文
政
三
年
に
は
松
平
定
信
に
「
気
砲
」
を
献
上
し
た（

（
（

。「
気
砲
」

製
造
が
機
縁
と
な
り
、
同
年
一
〇
月
一
一
日
、
一
貫
斎
は
山
田
大
円
の

紹
介
で
篤
胤
に
入
門
し
た（

（
（

。
こ
の
日
、
篤
胤
は
佐
藤
信
淵
と
一
貫
斎
を
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連
れ
て
、
パ
ト
ロ
ン
で
考
証
学
者
の
屋
代
弘
賢
宅
へ
出
掛
け
た
。
筑
波

山
中
の
岩
間
山
の
天
狗
の
も
と
で
修
行
し
た
と
い
う
一
四
歳
（
一
五
歳

と
も
）
の
少
年
寅
吉
か
ら
、
あ
の
世
（
幽
界
）
の
話
を
聴
く
た
め
だ
っ

た
。
寅
吉
は
こ
の
日
、
屋
代
弘
賢
を
紹
介
人
と
し
て
篤
胤
の
門
人
と

な
っ
た（

（
（

。
当
時
、
篤
胤
は
古
代
学
（
篤
胤
は
古
学
ま
た
は
古
道
学
を
唱

え
た
）
か
ら
幽
界
（
死
後
の
世
界
）
の
研
究
に
移
り
、
没
頭
し
て
い

た
。

２　
『
仙
境
異
聞
』
に
み
え
る
「
仙
炮
」

篤
胤
が
寅
吉
か
ら
の
聞
書
を
ま
と
め
た
『
仙
境
異
聞（

（
（

』（
文
政
五
年

成
立
）
は
、
文
政
三
年
一
〇
月
一
一
日
、
篤
胤
が
幽
界
に
鉄
砲
は
あ
る

か
、
と
尋
ね
た
と
き
の
模
様
を
伝
え
る
。
寅
吉
が
、

風
を
こ
め
て
打
つ
鉄
炮
も
あ
り
と
云
ひ
出
で
た
る
に
、
我
も
人
も

此
の
頃
国
友
子
が
風
炮
に
い
た
く
驚
き
を
る
に
、
此
を
聞
き
て
更

に
驚
き
て
顔
見
合
せ
け
る
中
に
も
、
国
友
能
当
は
殊
に
甚い

た

く
驚
き

ぬ
。
こ
れ
己
れ
と
共
に
仙
炮
の
事
を
問
へ
る
始
め
な
り
。（
二
八

‐
二
九
頁
）

ま
た
、
一
貫
斎
は
こ
の
日
に
「
仙
炮
」
に
つ
い
て
十
分
に
問
い
た
だ

せ
な
か
っ
た
の
で
、
同
年
一
一
月
五
日
に
「
自
作
の
風
炮
を
持
ち
来
た

り
て
、
寅
吉
に
そ
の
仕
掛
を
見
せ
て
、
神
炮
の
こ
と
を
探
ぬ
る
に
、
相

発
し
て
悟
り
得
る
事
甚
だ
多
し
」（
四
九
頁
）
と
い
う
。

さ
ら
に
、『
仙
境
異
聞
』
に
は
年
月
日
不
明
な
が
ら
、
寅
吉
が
質
問

に
答
え
て
「
仙
炮
」
の
構
造
、
用
法
、
性
能
を
説
明
し
た
問
答
が
み
え

る
。　

問
ふ
て
云
は
く
、
鉄
炮
は
な
き
か
。

寅
吉
云
は
く
、
鉄
炮
も
あ
り
。
然
れ
ど
火
を
用
ひ
ざ
る
鉄
炮
に

て
、
百
匁
の
鉄
玉
を
三
里
う
ち
放
つ
鉄
炮
な
り
。
音
は
さ
し
も
高

か
ら
ず
。

　

問
ふ
て
云
は
く
、
其
の
鉄
炮
の
製
作
は
知
り
た
る
か
。

寅
吉
云
は
く
、
形
製
作
は
、〔
闕
〕
図
の
如
く
に
て
、
ね
ぢ
を
廻

し
、
こ
め
て
打
出
す
鉄
炮
な
り
。
風
囊
に
三
百
匁
の
風
こ
も
る
な

り
。
其
の
風
を
一
度
に
出
す
と
き
は
、
大
木
を
折
り
、
山
を
も
つ

ら
ぬ
く
故
に
、
袋
に
風
を
つ
も
り
出
す
し
る
し
有
り
て
、
遠
く
も

近
く
も
、
心
当
り
を
定
め
て
打
出
す
な
り
。
玉
に
書
状
を
付
け

て
、
岩
間
山
よ
り
筑
波
の
山
人
に
贈
り
た
る
事
も
あ
り
。
岩
間
よ

り
筑
波
山
ま
で
、
直
径
二
里
足
ら
ず
も
有
る
べ
し
。
此
の
製
作
を

委
し
く
知
れ
る
由
は
、
或
時
師
の
居
ざ
る
間
に
、
其
の
製
作
を
知

り
た
く
、
取
り
く
づ
し
て
中
を
窺
ひ
、
砂
を
吹
き
こ
め
て
見
た
り

し
か
ば
、
具
合
を
損
じ
て
、
甚
く
叱
ら
れ
た
る
事
有
れ
ば
な
り
。

（
二
六
八
頁
）
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３　
『
気
砲
記
』
佐
藤
信
淵
自
筆
書
き
入
れ
本

二
〇
二
一
年
六
月
二
日
、
京
都
の
古
書
店
に
て
用
事
を
す
ま
せ
帰
ろ

う
と
し
た
と
き
、
丁
度
店
に
戻
っ
て
来
た
社
長
か
ら
、
最
近
東
京
の
古

書
市
で
入
手
し
た
も
の
が
あ
る
、
と
呼
び
止
め
ら
れ
た
。
何
だ
ろ
う
、

と
待
っ
て
い
る
と
、
社
長
が
店
の
奥
か
ら
取
り
出
し
て
来
て
、
眼
前
に

置
い
た
の
が
、
標
記
の
国
友
一
貫
斎
著
『
気
砲
記
』
佐
藤
信
淵
自
筆
書

き
入
れ
本
だ
っ
た
。
あ
と
で
確
か
め
る
と
、
三
月
の
古
書
市
に
出
た
も

の
と
い
う
。

『
気
砲
記
』
版
本
は
私
家
版
で
あ
っ
た
た
め
、
発
行
部
数
が
少
な
く
、

今
で
は
稀
覯
本
で
あ
る
。
報
告
者
が
最
初
に
手
に
取
っ
た
の
は
、
二
〇

〇
二
年
正
月
、
平
戸
の
松
浦
史
料
博
物
館
に
伝
わ
る
国
友
藤
兵
衛
制
作

の
気
砲
一
式
を
調
査
し
た
と
き
だ
っ
た
。「
風
銃
」
と
蓋
に
墨
書
し
た

木
箱
に
分
解
し
て
収
納
さ
れ
た
気
砲
の
付
属
文
書
と
し
て
納
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る（

（
（

。

書
誌今

回
出
現
し
た
『
気
砲
記
』
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
全
体
的
特
徴

木
版
。
1
冊
。
二
五
・
五
㎝
×
一
八
・
二
㎝
。
帙
入
り
。
右
袋
綴

じ
。
紙
縒
り
で
二
箇
所
を
結
び
綴
じ
。
全
17
丁
の
構
成
は
、
表
紙
（
1

丁
）・
序
（
2
丁
）・
本
文
（
12
丁
）・
元
の
裏
表
紙
（
1
丁
）・
裏
表
紙

（
1
丁
）
で
あ
る
。
本
文
は
無
界
、
毎
半
葉
7
行
。

冊
子
中
央
に
縦
の
折
り
目
が
残
っ
て
お
り
、
長
期
間
、
冊
子
全
体
が

内
側
に
強
く
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

上
述
の
松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
「
風
銃
」
付
属
文
書
の
『
気
砲
記
』

の
綴
じ
方
は
、
薄
緑
色
の
絹
帯
を
用
い
て
二
箇
所
で
結
び
綴
じ
に
し
て

お
り
、
表
紙
・
裏
表
紙
と
も
全
16
丁
で
あ
る
。
平
戸
松
浦
家
で
購
入
し

た
当
初
の
姿
を
留
め
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
帙黒

色
の
布
装
丁
（
現
代
）。
帙
題
簽
に
「
気
砲
記　

佐
藤
信
淵
自
筆

書
入
」
の
墨
書
あ
り
。
帙
の
見
返
し
に
、「
佐
藤
信
淵
自
筆
書
入　

気

砲
記　

金
二
十
円
」
と
墨
書
し
た
「
神
田
区
神
保
町
二
ノ
七　

山
本
書

店
」
の
短
冊
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
短
冊
に
は
「
弘
文
荘
」
の
朱
印
が

お
さ
れ
て
お
り
、
帙
題
簽
の
墨
書
は
書
誌
学
者
森
銑
三
の
自
筆
で
あ

る
。

○
全
17
丁
の
構
成

表
紙　

1
丁
（
裏
白
）

小
口
近
く
に
、
縦
に
「
気
砲
記　

単
」
と
印
刷
。

序　

2
丁

版
心
に
「
一
」「
二
」
の
丁
付
け
を
印
刷
。
1
オ
冒
頭
に
「
気

砲
記
序　
（
蘭
名
ウ
イ
ン
ド
ル
ウ
ル
／
俗
ニ
風
砲
ト
云
）」
と
の

題
あ
り
。（　

）
内
は
割
注
を
し
め
す
。
佐
藤
信
淵
の
書
き
入
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れ
①
あ
り
（
図
1
参
照
）。

序
末
に
「
文
政
二
年
春　

江
州　

国
友
十
兵
衛
能
当
著　
（
印
：

眠
龍
）（
印
：
能
當
）」
と
あ
り
。

本
文　

12
丁　

版
心
に
「
一
」
～
「
十
二
」
の
丁
付
け
を
印
刷
。

「
気
砲
全
備
之
図
」（
1
オ
～
4
オ
）　

佐
藤
信
淵
の
書
き
入
れ

②
あ
り
（
図
2
ａ
、
2
ｂ
、
2
ｃ
参
照
）。

「
銅
金
金
具
ノ
図
4
（
付
取
ハ
ヅ
シ
ノ
次
第
）」（
4
ウ
～
5
ウ
）

「
金
具
取
ハ
ヅ
シ
ノ
図
4
（
付
シ
ク
ミ
ノ
次
第
）」（
6
オ
ウ
）

「
蓄
気
筒
（
気
ヲ
蓄
ハ
エ
置
ク
器
也
）」（
7
オ
）

「
生
気
筒
ノ
図
」（
7
ウ
～
8
オ
）

「
生
気
棍
ノ
図
」（
8
ウ
～
9
オ
）

「
生
気
ノ
法
」（
9
ウ
～
10
ウ
）
佐
藤
信
淵
の
書
き
入
れ
③
あ
り

（
図
3
参
照
）。

［
打
放
ス
ル
図
］（
11
オ
～
12
オ
）

元
の
裏
表
紙　

1
丁　

版
心
は
丁
付
け
な
し
。
佐
藤
信
淵
の
書
き

入
れ
④
あ
り
（
図
4
参
照
）。

裏
表
紙　

1
丁

右
に
位
置
の
み
示
し
た
佐
藤
信
淵
自
筆
書
き
入
れ
①
～
④
の
内
容
は

後
述
す
る
。
信
淵
は
時
を
お
か
ず
一
気
に
書
き
入
れ
て
い
る
。
④
の
末

図 1　序　書き入れ

図 2a　気砲全備之図　書き入れ
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図 2b　気砲全備之図　書き入れ図 2b　�気砲全備之図�
書き入れ

図 3　生気ノ法　書き入れ図 4　元の裏表紙　書き入れ（末尾）
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尾
に
、来

春
小
生
秋
田
ニ
帰
ル
コ
ト
ヲ
得
バ
、
諸
図
諸
説
悉
ク
持
参
仕

リ
、
貴
覧
ニ
入
レ
申
ス
ベ
シ
。
実
ニ
有
用
ノ
事
モ
頗
ル
マ
レ
ア
ル

コ
ト
ニ
御
座
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
十
二
月
十
日　

佐
藤
松
菴
桃
祐
甫
書

と
あ
り
、
文
政
三
年
一
二
月
一
〇
日
（
一
八
二
一
年
一
月
一
三
日
）
付

け
で
秋
田
の
知
人
に
贈
ら
れ
た
も
の
と
分
か
る
。

○
蔵
書
印

「
稲
太
郎
蔵
書
」（
朱
文
方
印
）（
図
5
参
照
）

序
１
オ
の
右
余
白
の
下
部
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
印
主
は
『
佐
藤
信

淵
』（
戦
争
文
化
叢
書
第
三
五
輯
、
日
本
問
題
研
究
所
発
行
、
世
界
創

造
社
発
売
、
一
九
四
一
年
七
月
刊
）
の
著
者
坂
本
稲
太
郎
と
推
定
さ
れ

る
。
坂
本
稲
太
郎
は
国
民
精
神
文
化
研
究
所
教
育
科
（
教
育
学
・
教
育

史
）
所
属
臨
時
嘱
託
（
一
九
三
八
～
一
九
三
九
）、
同
助
手
（
一
九
四

〇
～
一
九
四
三
）
を
勤
め
、
同
研
究
所
の
後
身
、
教
学
錬
成
所
錬
成
官

補（
（
（

。『
日
本
教
育
史
学
会
紀
要
』
第
１
巻
（
一
九
四
五
年
二
月
一
五
日

刊
）
の
紀
要
編
纂
委
員
の
一
人
に
名
が
見
え
る（

（1
（

。

信
淵
の
教
育
思
想
を
論
じ
た
坂
本
の
『
佐
藤
信
淵
』
は
、「
戦
争
と

文
化
と
を
一
体
と
す
る
戦
争
文
化
原
理
」（
二
頁
）
を
謳
う
「
戦
争
文

化
叢
書
」
の
一
冊
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
知
識
に
乏
し
く
、

信
淵
が
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
の
際
に
著
し
た
『
夢
々
物
語
』
を
引
い
て

「
海
岸
の
ボ
ン
〳
〵
（
砲
声

―
筆
者
註
）
よ
り
内
々
の
ボ
ン
〳
〵
の

恐
ろ
し
き
は
こ
と
は
、
迚
も
言
語
に
尽
さ
れ
ぬ
」（
六
〇
頁
）
と
筆
者

註
を
加
え
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。「
ボ
ン
〳
〵
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語

「
ボ
ン
ベ
ン
」（bom

ben

）
の
訛
り
で
、
艦
砲
の
破
裂
弾
を
意
味
す
る
。

引
用
文
は
外
国
船
に
よ
る
艦
砲
射
撃
の
破
裂
弾
（
ボ
ン
ベ
ン
）
よ
り
国

内
の
破
裂
弾
と
も
い
う
べ
き
飢
饉
の
方
が
恐
ろ
し
い
こ
と
は
と
て
も
言

葉
で
尽
く
せ
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
結
論
は
、
信
淵
の
「
一
切
の
所
説
は

―
よ
し
そ
の
間
に

は
地
政
学
的
な
判
断
の
上
か
ら
は
皇
国
の
将
来
の
発
展
に
就
い
て
予
見

と
も
見
ら
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
に
せ
よ

―
歴
史
の
実
際
の
歩
み

か
ら
す
れ
ば
、
一
の
空
し
い
机
上
計
画
の
夢
に
終
わ
つ
て
ゐ
る
」（
八

九
頁
）
が
、「
そ
の
夢
の
希
求
に
対
し
て
如
何
に
も
の
ぐ
る
は
し
い
熱

情
が
寄
せ
ら
れ
た
か
」（
九
一
頁
）
と
、
精
神
論
的
な
信
淵
賛
美
で
終

わ
っ
て
い
る
。

「
月
明
荘
」（
白
文
方
印
）（
図
6
参
照
）

図 5　「稲太郎蔵書」印

図 6　「月明荘」印
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本
文
12
ウ
の
上
部
余
白
に
あ
り
。
古
書
肆
弘
文
荘
主
人
、
反
町
茂
雄

の
蔵
書
印
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
同
一
字
体

の
「
月
明
荘
」
は
朱
文
方
印
。
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
印
影
画
像
を

み
る
と
、
反
町
茂
雄
の
蔵
書
印
「
月
明
荘
」
は
す
べ
て
陽
印
（
朱
文
方

印
）
で
あ
り
、
白
文
の
「
月
明
荘
」
印
は
な
い
。

○
裏
表
紙
の
特
徴

裏
表
紙
の
中
央
や
や
下
に
「
葦
蔭
居
士
所
蔵
」
と
旧
蔵
者
の
墨
書
が

あ
る
（
図
7
参
照
）。
こ
の
「
葦
蔭
居
士
」
が
い
か
な
る
人
物
か
は
未

詳
で
あ
る
。

た
だ
し
、
裏
表
紙
は
、
方
眼
を
施
し
た
和
紙
１
枚
と
「
年
中
文
之

詞
」
お
よ
び
「
十
二
月
異
名
」
を
記
し
た
写
本
１
枚
を
重
ね
、
裏
表
を

逆
に
袋
綴
じ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

綴
じ
込
ま
れ
た
袋
の
中
を
判
読
す
る
と
、
方
眼
紙
に
は
、「
御
行
列

諸
道
具
持
諸
士
」「
諸
士
御
歩
行
口
」「
御
用
人
より
御
小
姓
迄
御
行
列
御

側
図
」「
御
龕
之
力
者
」「
諷
経
」「
佐
竹
山
城
供
侍
」
な
ど
の
文
字
を

書
き
入
れ
た
配
置
図
が
書
か
れ
て
お
り
、
佐
竹
家
の
葬
儀
行
列
配
置
図

と
思
わ
れ
る
。
図
8
は
方
眼
紙
の
袋
を
解
本
し
て
撮
影
し
た
部
分
図
で

あ
る
。「
御
龕
」
は
遺
体
を
納
め
る
宮
型
の
輿
で
あ
り
、「
力
者
」（
力

持
ち
の
従
者
）
が
担
ぐ
。「
諷ふ

経ぎ
ん

」
は
読
経
の
意
で
あ
る
。

「
年
中
文
之
詞
」
は
書
簡
用
の
雅
言
例
句
を
、
正
月
か
ら
十
二
月
ま

で
月
ご
と
に
列
挙
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
正
月　

余
る
寒
さ
△
梅

や
ら
香
を
送
る
△
鶯
の
長
め
に
鳴
立
△
霞
う
ら
ゝ
が
に
」
と
い
っ
た
具

図 7　�裏表紙墨書�
「葦蔭居士所蔵」

図 8　裏表紙の方眼紙袋（解本、部分図）
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合
で
あ
る
。「
十
二
月
異
名
」
は
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、「
正
月　

○

睦ム

月ツ
キ

○
初ハ

ツ

空ソ
ラ

月
○
初は

つ

見み

月
」「
二
月　

○
衣キ

更サ
ラ

着ギ

○
梅
見
月
○
小コ

草ク
サ

生ヲ

月
」
の
よ
う
に
、
各
月
の
異
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
図
9
は
こ
れ
を
解

本
し
て
撮
影
し
た
部
分
図
で
あ
る
。

以
上
の
特
徴
か
ら
、
旧
蔵
者
の
「
葦
蔭
居
士
」
は
佐
竹
藩
士
、
し
か

も
か
な
り
高
位
の
家
臣
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

信
淵
が
書
簡
を
送
っ
た
秋
田
藩
重
臣
と
し
て
は
、
家
老
の
疋
田
斎
が

知
ら
れ
て
い
る
。
信
淵
は
疋
田
に
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
一
二
月
二

八
日
付
け
書
状
、
お
よ
び
同
月
二
六
日
付
け
謹
書
を
送
り
、
大
船
を
建

造
し
、
東
海
航
路
を
開
き
、
秋
田
産
の
米
穀
と
鉱
産
物
を
江
戸
に
廻
漕

す
る
よ
う
、
激
烈
な
言
辞
で
藩
政
改
革
を
迫
っ
た
。「
秋
田
を
一
新
せ

ず
、
則
避
賢
路
て
可
な
り
。
碌
々
と
し
て
坐
な
が
ら
国
家
を
衰
微
せ
し

む
べ
け
ん
や
」（「
奉
呈
松
塘
疋
田
斎
君
封
事（

（1
（

」）。
そ
の
後
の
二
人
の
関

係
は
未
詳
で
あ
る
。

４　

森
銑
三
の
紹
介
記
事

佐
藤
信
淵
書
き
入
れ
本
の
帙
題
簽
に
「
気
砲
記　

佐
藤
信
淵
自
筆
書

入
」
と
墨
書
し
た
書
誌
学
者
森
銑
三
（
一
八
九
五
～
一
九
八
五
）
に

『
佐
藤
信
淵

―
疑
問
の
人
物
』（
今
日
の
問
題
社
、
昭
和
一
七
年
一

〇
月
一
五
日
刊
）
が
あ
る
。
今
日
で
は
『
森
銑
三
著
作
集
』
第
九
巻

（
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
六
年
刊
）
に
「
佐
藤
信
淵
」
と
改
題
し
て
収

録
さ
れ
て
い
る
。

森
銑
三
は
大
東
亜
共
栄
圏
が
叫
ば
れ
て
い
た
大
戦
中
に
本
書
を
刊
行

し
た
。
実
証
主
義
的
な
伝
記
研
究
の
立
場
か
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

前
期
ま
で
の
佐
藤
信
淵
顕
彰
・
崇
拝
熱
に
鉄
槌
を
下
す
た
め
で
あ
っ

た
。
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
農
書
の
収
集
と
研
究

に
生
涯
を
か
け
、『
農
政
本
論
』（
明
治
４
年
）
か
ら
『
佐
藤
信
淵
家
学

大
要
』（
明
治
三
九
年
）
に
お
よ
ぶ
一
連
の
信
淵
著
作
を
刊
行
し
た
内

務
官
僚
織
田
完
之
（
一
八
四
二
～
一
九
二
三
）
に
よ
る
農
学
者
佐
藤
信

淵
の
顕
彰
活
動
、
ま
た
、
大
正
末
期
・
昭
和
初
期
の
滝
本
誠
一
編
『
佐

藤
信
淵
家
学
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
五
～
一
九
二
七
）
に
も
と

づ
く
経
済
学
者
佐
藤
信
淵
の
顕
彰
・
崇
拝
熱
、
さ
ら
に
は
信
淵
の
崇
敬

図 9　�裏表紙の袋「年中文之詞」「十二
月異名」（解本、部分図）
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者
鴇
田
恵え

吉き
ち

に
よ
る
無
批
判
的
な
伝
記
研
究
で
、
刊
行
当
時
文
部
省
の

推
薦
図
書
と
な
っ
た
『
佐
藤
信
淵
』（
昭
和
一
五
年
一
一
月
自
序
、
大

観
堂
、
昭
和
一
六
年
五
月
一
二
日
刊
）
で
あ
っ
た
。

森
銑
三
は
、「
徒
ら
に
美
化
し
、
偶
像
化
し
、
理
想
化
し
た
、
似
て

も
似
つ
か
ぬ
信
淵
を
こ
ね
上
げ
て
、
こ
れ
が
信
淵
だ
、
こ
れ
を
信
ぜ
よ

と
強
要
せ
ら
る
ゝ
こ
と
は
、
私
に
於
て
は
迷
惑
千
万
で
あ
る
。
私
は
あ

り
の
ま
ゝ
の
信
淵
を
見
む
こ
と
を
欲
す
る
。（
中
略
）
虚
偽
を
あ
く
ま

で
排
す
る
。
然
も
私
の
眼
に
映
ず
る
信
淵
そ
の
人
に
は
、
全
生
涯
に
亙

つ
て
虚
偽
の
陰
の
あ
ま
り
に
も
濃
厚
に
纏
は
り
付
い
て
い
る
事
実
を
否

定
す
べ
く
も
な
い
」「
信
淵
の
如
き
欺
瞞
に
充
ち
た
偽
人
物
を
排
斥
せ

ね
ば
な
ら
ぬ（

（1
（

」（
昭
和
一
七
年
九
月
一
一
日
付
け
、
序
文
）
と
宣
言
し
、

佐
藤
信
淵
の
著
作
の
序
跋
類
や
書
簡
に
あ
ら
わ
れ
た
自
伝
的
文
章
の
相

互
矛
盾
を
、
関
連
史
料
も
援
用
し
な
が
ら
、
徹
底
的
に
暴
露
し
て
い

る
。森

銑
三
は
こ
の
偶
像
破
壊
的
批
判
書
の
第
二
章
「
信
淵
伝
の
研
究
」

の
「
二
十
六
」
節
～
「
二
十
八
」
節（

（1
（

（『
森
銑
三
著
作
集
』
第
九
巻
七

九
～
八
八
頁
）
に
お
い
て
、
今
回
出
現
し
た
『
気
砲
記
』
佐
藤
信
淵
自

筆
書
き
入
れ
本
を
初
め
て
紹
介
し
、
書
き
入
れ
の
全
文
を
コ
メ
ン
ト
を

加
え
な
が
ら
翻
刻
し
て
い
る
。

こ
の
第
二
章
は
第
九
巻
の
編
集
後
記
に
よ
れ
ば
、
雑
誌
『
奉
公
』
昭

和
九
年
三
月
号
か
ら
一
年
余
り
連
載
さ
れ
た
「
佐
藤
信
淵
伝
の
研
究
」

が
初
出
と
い
う
。
初
出
の
掲
載
誌
の
発
行
年
月
日
は
未
確
認
で
あ
る

が
、
森
は
こ
の
紹
介
記
事
の
な
か
で
、
佐
藤
信
淵
の
書
き
入
れ
を
「
所

蔵
者
石
田
直
太
郎
氏
の
好
意
に
依
つ
て
、
こ
ゝ
に
発
表
す
る
こ
と
の
出

来
る
の
を
欣
快
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
森
は
石
田
直

太
郎
と
の
関
係
を
こ
れ
以
上
語
ら
な
い
の
で
、
記
事
か
ら
は
石
田
の
素

性
、
書
き
入
れ
本
の
入
手
経
緯
が
分
か
ら
な
い
。
石
田
は
元
旧
制
秋
田

中
学
の
漢
文
・
作
文
・
習
字
の
教
師
で
あ
り
、
当
時
秋
田
で
は
音
楽

家
・
郷
土
史
家
・
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た（

（1
（

。

前
掲
の
鴇
田
恵
吉
著
『
佐
藤
信
淵
』
巻
末
に
付
さ
れ
た
「
佐
藤
信
淵

年
譜
」
の
文
政
三
年
欄
に
、「
○
十
二
月
十
日　

国
友
能
当
の
『
気
砲

記
』
の
裏
表
紙
に
附
記
し
て
秋
田
の
友
人
に
贈
る
」
と
あ
る
。
典
拠
は

森
銑
三
の
雑
誌
『
奉
公
』
記
事
か
。
本
文
に
こ
の
件
に
関
す
る
論
述
は

な
い
。

森
銑
三
の
紹
介
記
事
に
、
蔵
書
印
に
関
す
る
記
述
が
な
い
の
は
、
雑

誌
『
奉
公
』
に
記
事
を
発
表
し
た
時
（
昭
和
一
〇
年
か
）、
石
田
直
太

郎
旧
蔵
本
に
は
、
蔵
書
印
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
弘

文
荘
の
在
庫
と
な
り
（「
月
明
荘
」
印
あ
り
）、
森
銑
三
が
題
簽
を
書
き

入
れ
た
あ
と
、「
稲
太
郎
蔵
書
」（
坂
本
稲
太
郎
所
蔵
）
と
な
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。

さ
て
、
報
告
者
は
森
銑
三
の
実
証
主
義
的
な
批
判
に
も
と
づ
く
佐
藤

信
淵
観
に
賛
同
す
る
。
森
が
寅
吉
の
神
隠
し
の
問
題
は
科
学
的
に
論
ず

る
資
格
が
な
い
の
で
触
れ
な
い
、
国
友
能
当
お
よ
び
『
気
砲
記
』
の
こ

と
は
「
有
馬
成
甫
氏
の
著
『
一
貫
斎
国
友
藤
兵
衛
』
に
詳
述
し
て
あ
る
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の
に
譲
つ
て
、
こ
ゝ
に
は
そ
の
方
面
ま
で
言
及
せ
ず
に
置
く
」
と
す
る

の
は
理
解
で
き
る
。
書
き
入
れ
に
対
す
る
次
の
コ
メ
ン
ト
も
十
分
説
得

的
で
あ
る
。

信
淵
は
寅
吉
の
こ
と
を
述
べ
る
の
に
も
、
す
べ
て
自
己
を
中
心
と

し
て
筆
を
運
ば
せ
て
、
寅
吉
が
平
田
方
に
ゐ
る
こ
と
ま
で
も
後
段

に
至
つ
て
始
め
て
明
か
に
し
、
寅
吉
の
談
話
も
、「
予
と
大
角
と

し
て
」
筆
記
し
た
や
う
に
い
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
辺
も
主
客
が
顛

倒
し
て
ゐ
る
。
な
ほ
信
淵
は
篤
胤
を
「
我
親
類
」
と
い
つ
て
ゐ
る

が
、
信
淵
と
篤
胤
と
が
姻
戚
関
係
に
あ
つ
た
や
う
な
事
実
は
な
か

つ
た
ら
し
い（

（1
（

。

敢
え
て
瑕
瑾
を
指
摘
し
、
今
日
の
視
点
か
ら
少
し
不
満
に
思
う
と
こ

ろ
を
付
け
加
え
る
。

信
淵
の
書
き
入
れ
の
う
ち
、「
気
砲
」
の
構
造
を
述
べ
た
箇
所
で
、

森
は
「
第
二
部
は
弧
を
始
め
諸
機
み
な
み
な
鋼
鉄
を
以
て
造
る
」（
傍

線
は
引
用
者
）
と
誤
っ
て
翻
刻
し
て
い
る
（
信
淵
の
原
文
は
漢
字
カ
ナ

交
じ
り
）。
翻
刻
文
中
の
「
弧
」
は
「
狐
」
の
誤
り
で
あ
る
。「
狐
」
は

ス
ヘ
イ
フ
ェ
ル
銃
の
撃
鉄
部
の
動
物
模
様
に
よ
っ
て
、
一
貫
斎
が
名
付

け
た
撃
鉄
部
の
名
称
で
あ
る
。
信
淵
は
正
し
く
「
狐
」
と
し
て
い
る
。

『
気
砲
記
』
の
挿
図
の
撃
鉄
部
に
も
同
じ
動
物
模
様
が
描
か
れ
て
い
る

の
で
、
森
の
誤
り
は
校
正
ミ
ス
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
信
淵
が
自
分
所
蔵
の
「
気
砲
」
を
徳
丸
原
で
試
射
し
た
こ
と

を
述
べ
た
文
章
「
当
十
月
中
此
筒
ノ
槊カ

ル
カ杖

ニ
羽
ヲ
付
テ
徳
丸
原
ニ
テ
遠

町
打
シ
テ
見
ル
ニ
、
四
百
二
十
三
間
余
ニ
至
レ
リ
」
を
、「
当
十
月
中

此
筒
の
槊ア

ル
カ杖

に
羽
を
付
て
徳
丸
原
に
て
遠
町
打
し
て
見
る
に
、
四
百
二

十
三
間
余
に
至
れ
り（

（1
（

」
と
翻
刻
し
て
い
る
。
原
文
の
「
カ
ル
カ
」
が
正

し
く
、「
ア
ル
カ
」
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
校
正
ミ
ス
で
あ
ろ
う
か
。

「
カ
ル
カ
」
は
先
込
め
銃
の
銃
口
か
ら
銃
身
の
奥
ま
で
薬
と
弾
丸
を
装

填
す
る
棒
で
あ
る
。

徳
丸
原
（
現
在
の
東
京
都
板
橋
区
高
島
平
付
近
）
は
、
の
ち
天
保
一

二
年
（
一
八
四
一
）
五
月
九
日
に
長
崎
町
年
寄
高
島
秋
帆
が
幕
命
に
よ

り
西
洋
流
砲
術
演
練（

（1
（

を
行
っ
た
こ
と
で
有
名
に
な
っ
た
が
、
森
銑
三
は

信
淵
の
言
う
ご
と
く
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
一
〇
月
中
頃
に
信
淵

が
徳
丸
原
で
気
砲
の
試
射
（「
遠
町
打
」）
を
行
っ
た
こ
と
が
事
実
か
ど

う
か
、
に
つ
い
て
の
検
証
は
行
っ
て
い
な
い
。

森
銑
三
は
信
淵
が
『
気
砲
記
』
書
入
れ
本
を
「
秋
田
の
知
人
に
贈
っ

た
」
と
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
知
人
の
正
体
を
追
求
し
な
か
っ
た
。

書
き
入
れ
の
あ
る
元
の
裏
表
紙
に
綴
じ
込
ま
れ
た
新
し
い
裏
表
紙
の
存

在
に
つ
い
て
も
、
ま
た
そ
の
書
誌
的
な
特
徴
に
つ
い
て
も
、
言
及
し
て

い
な
い
。
裏
表
紙
に
気
付
い
た
も
の
の
、
雑
誌
連
載
記
事
と
い
う
制
約

そ
の
他
の
事
情
の
た
め
素
通
り
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
寅
吉
の
製
作
し
た
楽
器
が
将
軍
の
内
覧
に
入
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は

『
仙
境
異
聞
』
に
は
見
え
な
い
」
と
指
摘
す
る
が
、
そ
の
楽
器
に
つ
い



50

て
は
『
仙
境
異
聞
』
に
、
山
田
大
円
宅
で
篤
胤
、
寅
吉
、
藤
兵
衛
ら
一

行
が
「
オ
ル
ゴ
オ
ル
」
を
見
た
と
明
記
し
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
「
オ
ル
ゴ
オ
ル
」
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

５　

佐
藤
信
淵
書
き
入
れ
の
翻
刻

問
題
の
『
気
砲
記
』
の
佐
藤
信
淵
書
き
入
れ
を
、
上
記
の
書
誌
に
お

い
て
区
分
し
た
①
～
④
の
4
種
に
分
け
て
、
注
記
を
加
え
つ
つ
、
全
文

を
以
下
に
翻
刻
す
る
。
漢
字
カ
ナ
交
じ
り
の
原
文
は
少
し
朱
を
交
え
た

墨
で
書
か
れ
て
い
る
。
翻
刻
に
当
た
っ
て
、
通
行
の
字
体
に
直
し
、
句

読
点
を
加
え
、
適
宜
、
段
落
を
設
け
た
。
ま
た
、
読
み
づ
ら
い
箇
所
に

は
平
仮
名
で
振
り
仮
名
を
付
し
た
。
片
仮
名
の
振
り
仮
名
は
原
文
の
ま

ま
で
あ
る
。

書
き
入
れ
①

山
田
大
円
ハ
我
熟
友
ニ
テ
膳
所
ノ
本
多
侯
ノ
医
士
ナ
リ
。
今
小
網

町
三
丁
目
ニ
住
ス
。
好
事
家
ニ
テ
面
白
キ
男
ナ
リ
。

書
き
入
れ
②

此
筒
ハ
三
ツ
ニ
取
置
ニ
シ
タ
ル
者
ニ
テ
、
第
一
ハ
筒
、
第
二
ハ

中
ニ
テ
機
ノ
在
ル
所
、
第
三
ハ
尻
ニ
テ
風
ヲ
込
ル
所
ナ
リ
。

此
第
一
部
ノ
筒
ノ
処
ハ
中
ハ
真
鍮
ノ
蓮
金
ノ
筒
ニ
テ
、
外
ハ
悉

ク
金
唐
皮
ヲ
以
テ
包
ミ
、
甚
ダ
軽
ク
シ
テ
美
ナ
ル
者
ナ
リ
。
此
筒

ハ
長
キ
程
ハ
玉
ノ
当
リ
細
ニ
シ
テ
宜
キ
ナ
リ
。

此
三
ツ
ヲ
継
合
ハ
悉
ク
螺
円
ニ
テ
子
ヂ
合
ス
ル
ナ
リ
。

第
一
第
二
ノ
継
目
。

第
二
部
ハ
狐
ヲ
始
メ
諸
機
ミ
ナ
鋼
銕
ヲ
以
テ
造
ル
。

第
二
第
三
ノ
継
目
。

第
三
部
ハ
風
ヲ
蓄
ル
袋
ノ
如
キ
処
ニ
テ
中
ハ
真
鍮
ヲ
以
テ
作
リ
、

外
ハ
悉
ク
金
唐
皮
ニ
テ
包
ミ
、
甚
ダ
美
麗
ナ
リ
。
我
所
持
ノ
気
炮
ハ

一
匁
八
分
ノ
鉛
弾
ヲ
装
ス
ル
者
ニ
テ
、
此
風
袋
ノ
大
サ
五
合
入
程
モ

ア
ル
ベ
シ
。
此
中
エ
生
気
筒
ヲ
以
テ
風
気
ヲ
突
込
ム
コ
ト
四
百
程
モ

ス
レ
バ
、
風
ノ
込
ミ
タ
ル
重
サ
大
抵
十
三
四
匁
ア
ル
ナ
リ
。
此
筒
秤

ニ
カ
ケ
テ
風
気
ノ
重
サ
ヲ
知
ル
。
斯
ノ
如
ク
気
ヲ
込
テ
弾
ヲ
容
レ
テ

打
発
ス
ト
キ
ハ
、
其
弾
三
百
間
ノ
外
ニ
飛
ブ
。
当
十
月
中
此
筒
ノ
槊カ

ル

杖カ

ニ
羽
ヲ
付
テ
徳
丸
原
ニ
テ
遠
町
打
シ
テ
見
ル
ニ
、
四
百
二
十
三
間

余
ニ
至
レ
リ
。
其
槊
杖
ノ
重
サ
ハ
三
十
四
匁
五
分
ア
リ
シ
ナ
リ
。

書
き
入
れ
③

是
他
ニ
ア
ラ
ズ
。
生
気
筒
ヲ
上
下
ス
ル
時
ハ
小
穴
ヨ
リ
油
気
ヲ
吹
出

シ
テ
衣
服
ヲ
汚
穢
ス
ル
ガ
為
メ
ナ
リ
。
然
セ
ザ
レ
バ
其
汚
穢
ハ
洗
濯
シ

テ
モ
浄
除
セ
ザ
ル
者
ナ
リ
。
故
ニ
前マ

ヘ

垂ダ
レ

ヲ
掛
ル
ナ
リ
。
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書
き
入
れ
④

国
友
藤
兵
衛
能
当
ハ
江
州
国
友
村
ノ
住
人
ニ
テ
、
代
々
官
ノ
鉄
炮
鍛

冶
ナ
リ
。
此
度
此
風
炮
ヲ
製
シ
一
時
其
名
ヲ
振
フ
。
我
ト
殊
ニ
入
魂
ナ

リ
。然

ル
ニ
近
来
常
州
岩
間
山
ノ
十
二
天
狗
ノ
宗
匠
ナ
ル
杉
山
僧
正
ト
称

ス
ル
大
天
狗
ノ
弟
子
ニ
白
石
平
馬
ト
云
フ
者
ア
リ
。
其
元
ハ
江
戸
池
ノ

端
七
軒
町
ノ
駕
ゴ
カ
キ
庄
七
ト
云
フ
者
ノ
弟
ナ
リ
。
此
平
馬
九
月
中
ヨ

リ
親
元
エ
帰
リ
、
種
々
奇
妙
ノ
技
芸
ヲ
得
テ
江
戸
一
般
ノ
大
評
判
ナ

リ
。先

ヅ
書
法
ヲ
以
テ
屋
代
太
郎
ヲ
伏
シ
、
幽
冥
ノ
理
ヲ
説
テ
平
田
篤
胤

ヲ
伏
シ
、
音
楽
ノ
妙
ヲ
説
テ
御
音
人
衆
ヲ
伏
シ
、
鉄
炮
ノ
理
ヲ
説
テ
此

国
友
ヲ
モ
伏
シ
、
風
炮
ナ
ド
ハ
仙
家
ニ
於
テ
ハ
種
々
ノ
妙
機
ア
リ
テ
、

此
製
ノ
如
キ
ハ
甚
ダ
麁（

そ
）工

ニ
テ
取
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
コ
ト
ノ
由
ナ
リ
。
国

友
モ
天
狗
界
ノ
風
炮
制
作
ノ
妙
理
ヲ
聞
テ
、
大
ニ
膽
ヲ
潰
シ
、
此
頃
ハ

右
ノ
白
石
平
馬
ニ
従
テ
其
法
ヲ
伝
授
シ
、
又
々
仙
家
ノ
風
炮
ノ
製
ニ
取

カ
ヽ
レ
リ
。
定
テ
来
春
ハ
出
来
ル
ナ
ル
ベ
シ
。

扨
コ
ノ
白
石
兵
馬
ト
云
フ
ハ
、
本
名
ハ
虎
吉
ト
云
ヘ
リ
。
七
歳
ノ
時

ヨ
リ
天
狗
ニ
誘
ハ
レ
、
当
年
十
五
歳
ニ
テ
親
元
ニ
帰
レ
リ
。
其
頑
ナ
ル

コ
ト
可

（
に
く
む
べ
き
）

悪
ノ
童
子
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
其
諸
物
ノ
理
ヲ
発
明
ス
ル
コ
ト
ハ

実
ニ
聡
明
怜
悧
、
遥
ニ
千
万
人
ノ
意
外
ニ
出
ヅ
。
奇
人
ト
云
ツ
ベ
シ
。

彼
ガ
製
シ
タ
ル
笛
ニ
種
々
ノ
制
ア
リ
テ
、
其
長
一
丈
ニ
シ
テ
五
十
孔

ア
ル
者
ア
リ
。
長
九
尺
ニ
テ
五
十
七
孔
ア
ル
笛
ア
リ
。
共
ニ
五
人
ニ
テ

吹
ク
。
又
一
尺
五
寸
ニ
テ
九
孔
ア
ル
者
ア
リ
。
又
フ
イ
ゴ
ノ
如
ク
ニ
テ

棒
ヲ
抜
サ
シ
シ
テ
鳴
ラ
ス
笛
ア
リ
。
又
八
絃
ノ
琴
ノ
如
ク
ニ
テ
、
其
弦

ハ
真
鍮
ノ
針
金
ニ
テ
鉄
ノ
爪
ニ
テ
鳴
ラ
ス
物
ア
リ
。
又
桶
ノ
中
ニ
水
ヲ

蓄
ヘ
、
其
上
ニ
金
鉢
ヲ
伏
セ
テ
打
鳴
ラ
ス
者
ア
リ
。
何
レ
モ
其
声
晴
朗

ニ
シ
テ
甚
ダ
妙
ナ
ル
美
音
ヲ
作
ス
。

仙
家
ニ
七
聖
ノ
舞
ハ
竜
ノ
舞
等
、
種（

く
さ
ぐ
さ
）

［
々
］
ノ
舞
楽
ア
リ
。
此
十
五

歳
ノ
童
子
ヨ
ク
其
音
律
ニ
通
ジ
、
且
ツ
進
退
俯
昂
周
旋
シ
テ
、
其
舞
ヲ

作
ス
。
誠
ニ
絶
代
ノ
奇
事
ナ
リ
。

此
童
子
ノ
制
也

（
マ
マ
）楽

器
ハ
先
月
中
既
ニ
悉
ク
将
軍
家
ノ
御
内
覧
ニ
入

リ
、
諸
侯
モ
往
々
ニ
其
臣
ヲ
遣
シ
テ
コ
レ
ヲ
学
バ
シ
ム
。
大
久
保
加
賀

守
ナ
ド
ハ
別
シ
テ
熱
心
ノ
由
ナ
リ
。

今
ハ
此
童
子
、
我
親
類
ナ
ル
平
田
大
角
ガ
宅
ニ
居
ス
。
官
ヨ
リ
命
ア

リ
テ
謾

（
マ
マ
）ニ

人
ニ
見
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
禁
ズ
。
予
ト
大
角
ト
シ
テ
此
天
狗

童
ニ
問
聞
セ
シ
仙
家
ノ
法
及
ビ
幽
冥
万
物
ノ
理
、
既
ニ
七
八
冊
ニ
及
ベ

リ
。
来
春
小
生
秋
田
ニ
帰
ル
コ
ト
ヲ
得
バ
、
諸
図
諸
説
悉
ク
持
参
仕

リ
、
貴
覧
ニ
入
レ
申
ス
ベ
シ
。
実
ニ
有
用
ノ
事
モ
頗
ル
マ
レ
ア
ル
コ
ト

ニ
御
座
候
。

辰
十
二
月
十
日　

佐
藤
松
菴
桃
祐
甫
書

５　

書
き
入
れ
文
の
考
察

以
下
、
便
宜
上
、
書
き
入
れ
文
四
種
を
各
種
ご
と
に
適
宜
段
落
に
分
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け
て
、
考
察
を
加
え
る
。
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、『
気
砲
記
』
の

原
文
（
漢
字
カ
ナ
交
じ
り
文
）
も
含
め
て
、
引
用
文
は
す
べ
て
漢
字
平

仮
名
交
じ
り
文
に
直
し
た
。
読
み
づ
ら
い
箇
所
に
は
平
仮
名
で
振
り
仮

名
を
付
し
た
。
傍
線
は
翻
刻
者
が
加
え
た
。

書
き
入
れ
①

山
田
大
円
は
我
熟
友
に
て
膳
所
の
本
多
侯
の
医
士
な
り
。
今
小
網

町
三
丁
目
に
住
す
。
好
事
家
に
て
面
白
き
男
な
り
。

考
察こ

れ
は
「
気
砲
記
序
」
の
左
記
の
文
中
の
「
山
田
大
円
」
に
関
す
る

書
き
入
れ
で
あ
る
。

其
制
二
発
に
て
気
皆
散
尽
す　

三
発
は
打
難
し　

故
に
武
用
の
備

に
な
ら
ず　

徒
に
小
児
の
弄
ひ
に
ひ
と
し　

実
に
不
用
の
品
な
り　

さ
れ
と
も
余
其
機
巧
の
術
に
感
し　

若
し
こ
れ
に
工
夫
を
加
え
は　

武
用
万
分
之
一
に
も
補
ひ
無
に
あ
ら
す
と　

千
辛
万
苦
其
理
を
推

窮
し
て　

且
知
己
之
人
山
田
大
円
子
に
謀
り　

蘭
人
旧
制
の
上
に

別
に
新
意
を
加
へ
制
作
せ
り
。
今
試
る
に
、
鈆
子
遠と

お
く

奔は
し

り
、
堅
木

必
か
な
ら
ず

貫
つ
ら
ぬ
き、

打
放
の
数
勝ら

ん
せ
い
に
ま
さ
る

於
蘭
制
数
十
倍
と
云
べ
し
。

山
田
大
円
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
年
、
越
前
福
井
生
ま
れ
た
。

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
一
六
歳
で
京
都
に
出
て
、
橘
南
谿
に
入
門
。

そ
の
後
、
長
崎
で
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
西
洋
医
学
、
眼
科
学
を
学
び
、
一

家
を
な
し
て
諸
国
を
遍
歴
。
文
化
初
年
に
膳
所
侯
に
仕
え
た
。
文
化
一

二
年
一
〇
月
二
七
日
、
五
一
歳
で
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、
翌
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
藩
侯
に
従
っ
て
江
戸
に
出
た
。
の
ち
致
仕
し
て
江
戸
に

留
ま
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

文
化
一
〇
年
一
〇
月
再
版
の
『
平
安
人
物
志
』
に
は
、「
奇
工
」
欄

に
「
山
田
久
重
（
知
恩
院
町
梅
本
町
）」、
俗
称
「
山
田
大
円
」
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
文
化
一
一
年
に
一
貫
斎
は
大
円

の
指
導
で
オ
ラ
ン
ダ
製
風
砲
の
構
造
を
研
究
し
、
雛
形
の
製
作
に
成
功

し
た
。
文
化
十
三
年
五
月
に
江
戸
に
出
た
一
貫
斎
は
文
政
元
年
（
一
八

一
八
）
一
一
月
一
〇
日
付
け
で
親
類
の
次
郎
吉
に
書
状
を
送
り
、
大
円

が
膳
所
藩
に
仕
え
て
い
た
と
き
の
様
子
と
、
大
円
が
江
戸
で
開
業
し
た

医
院
の
繁
昌
ぶ
り
を
伝
え
て
い
る
。

大
円
と
申
医
者
は
目
之
療
治
之
事
は
誠
に
口
者
に
て
御
座
候
、
尤

脈
所
え
御
抱
之
医
者
に
て
候
所
、
当
年
御
当
地
え
罷
出
候
所
、

日
々
之
病
人
凡
百
八
十
人
も
有
之
、
先
江
戸
大
阪
に
無
之
と
申
事

に
御
座
候（

（1
（

。

こ
の
書
状
に
み
え
る
膳
所
藩
の
「
脈
所
」
は
未
詳
で
あ
る
が
、
大
円

は
眼
科
医
で
は
な
く
内
科
医
と
し
て
仕
え
て
い
た
よ
う
だ
。
佐
藤
信
淵

は
文
政
三
年
一
二
月
一
〇
日
付
け
の
こ
の
書
き
入
れ
で
、「
膳
所
ノ
本
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多
侯
ノ
医
士
ナ
リ
」
と
記
す
だ
け
で
、
大
円
の
医
院
繁
昌
に
は
触
れ
て

い
な
い
。
大
円
の
住
所
「
小
網
町
」
と
は
日
本
橋
小
網
町
に
他
な
ら
な

い
。
信
淵
が
大
円
を
「
我
熟
友
」。
と
い
う
ほ
ど
、
二
人
が
親
し
い
間

柄
だ
っ
た
と
は
、
篤
胤
の
『
仙
境
異
聞
』
で
の
叙
述
か
ら
は
う
か
が
え

な
い
。

「
我
熟
友
」
と
は
信
淵
が
秋
田
の
知
人
に
向
か
っ
て
自
慢
げ
に
誇
張

し
た
表
現
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
若
い
頃
に
宇
田
川
槐
園
（
玄
瑞
）
か

ら
蘭
学
を
学
ん
だ
と
自
称
す
る
信
淵
は
、
大
円
を
「
好
事
家
」
と
す
る

に
し
て
も
、
大
円
の
蘭
学
知
識
に
言
及
し
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

書
き
入
れ
②

此
筒
は
三
つ
に
取
置
に
し
た
る
者
に
て
、
第
一
は
筒
、
第
二
は

中
に
て
機

か
ら
く
りの

在
る
所
、
第
三
は
尻
に
て
風
を
込
る
所
な
り
。

此
第
一
部
の
筒
の
処
は
中
は
真
鍮
の
蓮
金
の
筒
に
て
、
外
は
悉

く
金き

ん

唐か
ら

皮か
わ

を
以
て
包
み
、
甚
だ
軽
く
し
て
美
な
る
者
な
り
。
此
筒

は
長
き
程
は
玉
の
当
り
細
に
し
て
宜
き
な
り
。

此
三
つ
を
継つ

ぎ

合あ
わ
すは

悉
く
螺ら

円え
ん

に
て
子
ぢ
合
す
る
な
り
。

第
一
第
二
の
継
目
。

第
二
部
は
狐
を
始
め
諸
機
み
な
鋼
銕
を
以
て
造
る
。

第
二
第
三
の
継
目

第
三
部
は
風
を
蓄
る
袋
の
如
き
処
に
て
中
は
真
鍮
を
以
て
作
り
、

外
は
悉
く
金
唐
皮
に
て
包
み
、
甚
だ
美
麗
な
り
。
我
所
持
の
気
炮
は

一
匁
八
分
の
鉛
弾
を
装
す
る
者
に
て
、
此
風
袋
の
大
さ
五
合
入
程
も

あ
る
べ
し
。
此
中
え
生
気
筒
を
以
て
風
気
を
突
込
む
こ
と
四
百
程
も

す
れ
ば
、
風
の
込
み
た
る
重
さ
大
抵
十
三
四
匁
あ
る
な
り
。
此
筒
秤

に
か
け
て
風
気
の
重
さ
を
知
る
。
斯
の
如
く
気
を
込
て
弾
を
容
れ
て

打
発
す
と
き
は
、
其
弾
三
百
間
の
外
に
飛
ぶ
。
当
十
月
中
此
筒
の
槊カ

ル

杖カ

に
羽
を
付
て
徳
丸
原
に
て
遠
町
打
し
て
見
る
に
、
四
百
二
十
三
間

余
に
至
れ
り
。
其
槊
杖
の
重
さ
は
三
十
四
匁
五
分
あ
り
し
な
り
。

考
察「

筒
」　

一
貫
斎
の
い
う
「
銃
筒
」（
銃
身
）
に
あ
た
る
。

「
機

か
ら
く
り」　

機
関
部
を
さ
す
。

「
蓮
金
」　

蓮
根
の
中
空
部
に
な
ぞ
ら
え
た
信
淵
の
造
語
か
。
銃
身

の
中
を
「
真
鍮
」
製
と
し
、
銃
身
の
外
は
「
金
唐
皮
」（
な
め
し
皮

製
）
で
包
む
、
と
い
う
が
、
一
貫
斎
が
文
政
二
年
三
月
九
日
に
完
成

さ
せ
た
「
気
砲
」
第
１
号
の
銃
身
は
「
鉄
、
白
檀
皮
包
」
で
あ
る（

（2
（

。

「
尻
」　

一
貫
斎
の
い
う
「
蓄
気
筒
」（
タ
ン
ク
）
を
さ
す
。

「
狐
を
始
め
諸
機
み
な
鋼
銕
を
以
て
造
る
」　
「
気
砲
」
第
１
号
の

機
関
部
は
鋼
鉄
で
は
な
く
真
鍮
製
で
あ
る
。「
狐
」
は
一
貫
斎
が
モ

デ
ル
の
ス
ヘ
イ
フ
ェ
ル
銃
の
撃
鉄
部
の
動
物
模
様
を
「
気
砲
」
に
忠

実
に
再
現
し
、『
気
砲
記
』
で
「
狐
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。

「
風
を
蓄
る
袋
」　
『
気
砲
記
』
で
「
蓄
気
筒
」
と
呼
ぶ
空
気
タ
ン

ク
を
さ
す
。
信
淵
は
中
は
「
真
鍮
」
で
作
り
、
外
は
「
悉
く
金
唐
皮

に
て
包
み
」
と
い
う
が
、「
気
砲
」
第
１
号
の
タ
ン
ク
は
現
存
の
一
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貫
斎
作
「
気
砲
」
か
ら
推
定
し
て
鉄
製
で
あ
り
、
白

び
ゃ
く

檀だ
ん

の
皮
で
巻
い

た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。「
金
唐
皮
」（
な
め
し
革
製
）
で
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。

「
我
所
持
の
気
炮
」　

一
貫
斎
の
「
気
砲
」
は
京
極
周
防
守
（
文
政

二
年
三
月
九
日
納
入
）
に
始
ま
り
、
加
賀
前
田
家
（
文
政
二
年
納

入
）、
松
平
定
信
（
文
政
三
年
秋
冬
に
納
入
か
）、
水
戸
家
（
文
政
三

年
納
入
）
な
ど
諸
侯
か
ら
注
文
を
受
け
て
製
造
納
入
し
た
も
の
で
、

当
時
、
農
民
出
身
の
貧
書
生
で
あ
っ
た
佐
藤
信
淵
は
と
て
も
購
入
で

き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
貫
斎
は
「
気
砲
」
の
宣
伝
と
売
り
込

み
に
懸
命
で
あ
り
、
信
淵
の
い
う
よ
う
に
「
入
魂
」
の
仲
で
あ
っ
て

も
、
譲
渡
は
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
我
所
持
」
は
疑
わ
し

い
。「

秤
に
か
け
て
風
気
の
重
さ
を
知
る
」　

松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
の

一
貫
斎
製
「
風
銃
」（
気
砲
）
付
属
文
書
の
一
貫
斎
自
筆
書
簡
か
ら
、

一
貫
斎
が
文
政
七
年
四
月
に
気
砲
の
ポ
ン
ピ
ン
グ
に
空
気
重
量
の
計

測
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
計
測
用
の
「
気
量
」（
き
ば

か
り
）
も
製
作
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。『
仙
境
異
聞
』
で
は
、

寅
吉
が
仙
境
に
あ
る
と
い
う
銃
（
仙
砲
）
に
つ
い
て
「
ね
ぢ
を
廻

し
、
こ
め
て
打
出
す
鉄
炮
な
り
。
風
囊
に
三
百
匁
の
風
こ
も
る
な

り
」
と
説
明
し
て
い
る
。
寅
吉
が
一
貫
斎
や
山
田
大
円
か
ら
聞
き
出

し
た
話
を
繰
り
返
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

「
徳
丸
原
に
て
遠
町
打
」　

徳
丸
原
は
峡は

け

田た

領
と
よ
ば
れ
た
将
軍
家
菩

提
寺
上
野
寛
永
寺
の
寺
領
に
属
し
、
周
辺
六
カ
村
が
秣
場
と
し
て
利
用

す
る
入
会
地
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
の
鷹
場
や
鉄
炮
稽
古
場
で
も
あ
っ

た（
（2
（

。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
十
四
豊
島
郡
之
六
峡は

け

田た

領
（
文
政

九
年
成
）「
徳
丸
原
」
項
目
に
、

荒
川
ニ
傍そ

ヘ
リ
。
東
西
十
三
丁
程
南
北
八
丁
余
、
上
下
赤
塚
、
成な

り

増ま
す

、
徳と

く

丸ま
る

本ほ
ん

村む
ら

、
同
脇
村
、
同
四
ツ
葉
ノ
六
村
入
会
ノ
持
ニ
テ
、

東
ノ
方
志
村
ノ
原
ニ
続
ケ
リ
。
古
ハ
一
円
赤
塚
地
中
ノ
モ
ノ
ナ
レ

ト
、
今
多
ク
徳
丸
ノ
地
ニ
接
ス
ル
ヲ
以
テ
徳
丸
原
ト
唱
ヘ
リ
。
烽

火
ノ
術
ヲ
学
フ
モ
ノ
願
上
ケ
コ
ノ
原
ニ
テ
其
業
ヲ
試
ム
。（
傍
線

引
用
者
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
願
上
ケ
」
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

士
分
で
も
な
い
信
淵
が
幕
府
の
許
可
を
得
て
、
自
分
所
有
の
気
砲
の
試

射
を
徳
丸
原
で
行
う
な
ど
、
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

書
き
入
れ
③

是
他
に
あ
ら
ず
。
生
気
筒
を
上
下
す
る
時
は
小
穴
よ
り
油
気
を
吹
出

し
て
衣
服
を
汚
穢
す
る
が
為
め
な
り
。
然
せ
ざ
れ
ば
其
汚
穢
は
洗
濯
し

て
も
浄
除
せ
ざ
る
者
な
り
。
故
に
前マ

ヘ

垂ダ
レ

を
掛
る
な
り
。

考
察「

生
気
ノ
法
」（
圧
搾
空
気
を
込
め
る
法
）
の
原
文
の
最
後
の
一
つ
書
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き

一　

生
気
の
時
は
二
尺
程
の
布
を
上
は
帯
に
は
さ
み
、
下
は
両
つ

に
紐
を
つ
け
足
え
結
ぶ

に
書
き
足
し
た
追
加
説
明
で
あ
る
。
こ
の
書
き
入
れ
か
ら
、
信
淵
が
実

際
に
み
ず
か
ら
気
砲
を
試
射
し
た
か
、
試
射
を
目
撃
し
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。

書
き
入
れ
④

本
文
最
終
丁
裏
（
12
ウ
）
か
ら
元
の
裏
表
紙
の
裏
と
表
に
及
ぶ
長
文

の
書
き
入
れ
で
あ
る
。

④
‐
1

国
友
藤
兵
衛
能
当
は
江
州
国
友
村
の
住
人
に
て
、
代
々
官
の
鉄
炮
鍛

冶
な
り
。
此
度
此
風
炮
を
製
し
一
時
其
名
を
振
ふ
。
我
と
殊
に
入
魂
な

り
。然

る
に
近
来
常
州
岩
間
山
の
十
二
天
狗
の
宗
匠
な
る
杉
山
僧
正
と
称

す
る
大
天
狗
の
弟
子
に
白
石
平
馬
と
云
ふ
者
あ
り
。
其
元
は
江
戸
池
の

端
七
軒
町
の
駕
ご
か
き
庄
七
と
云
ふ
者
の
弟
な
り
。
此
平
馬
九
月
中
よ

り
親
元
え
帰
り
、
種
々
奇
妙
の
技
芸
を
得
て
江
戸
一
般
の
大
評
判
な

り
。

考
察「

岩
間
山
の
十
二
天
狗
」　

岩
間
山
は
筑
波
山
地
の
北
東
部
に
あ
る
愛

宕
山
（
標
高
三
〇
五
ｍ
）
を
い
う
。
十
三
天
狗
の
伝
説
が
あ
る
。『
仙

境
異
聞
』
中
の
寅
吉
の
語
り
に
よ
れ
ば
、「
岩
間
山
に
十
三
天
狗
、
筑

波
山
に
三
十
六
天
狗
、
加
波
山
に
四
十
八
天
狗
、
日
光
山
に
は
数
万
の

天
狗
と
い
ふ
な
り
。
岩
間
山
に
は
も
と
、
十
二
天
狗
な
り
し
が
、
四
五

十
年
前
に
」、
筑
波
山
の
麓
の
長
楽
寺
の
真
言
僧
が
釈
迦
如
来
に
化
け
、

十
三
天
狗
と
な
っ
た
と
い
う
。「
岩
間
山
の
十
二
天
狗
」
と
し
た
信
淵

の
不
注
意
は
、
天
狗
へ
の
関
心
の
薄
さ
を
露
呈
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
我
と
殊
に
入
魂
な
り
」　

信
淵
が
山
田
大
円
を
「
我
熟
友
」
と
呼
ん

だ
と
同
様
の
誇
張
表
現
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
（
文
政
三
年
）
一
〇
月

一
一
日
に
山
田
大
円
の
紹
介
で
篤
胤
に
入
門
し
た
一
貫
斎
（
四
三
歳
）

か
ら
す
れ
ば
、
信
淵
（
四
七
歳
か
）
は
五
年
前
の
文
化
一
二
年
（
一
八

一
五
）
に
入
門
し
た
兄
弟
子
に
あ
た
る
。「
入
魂
」
の
間
柄
で
あ
れ
ば
、

信
淵
か
ら
一
貫
斎
宛
の
書
状
な
り
、
一
貫
斎
の
信
淵
へ
の
言
及
な
り
、

見
つ
か
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
見
当
た
ら
な
い
。

「
白
石
平
馬
」　
『
仙
境
異
聞
』
に
よ
れ
ば
、
寅
吉
は
筑
波
山
の
社
家

白
石
丈
之
進
に
弟
子
入
り
し
て
、
神
道
を
学
び
、
白
石
平
馬
と
名
乗
る

こ
と
を
許
さ
れ
、
丈
之
進
は
文
政
三
年
三
月
に
そ
の
名
を
記
し
た
通
行

手
形
を
寅
吉
に
与
え
た
。
そ
の
後
、
寅
吉
は
岩
間
山
「
十
三
天
狗
」
の

う
ち
の
「
杉
山
組
正
」
と
い
う
天
狗
に
入
門
し
た
。（
二
〇
～
二
二
頁
）

「
池
の
端
七
軒
町
の
駕
ご
か
き
庄
七
と
云
ふ
者
の
弟
な
り
」　
『
仙
境

異
聞
』
で
は
父
の
名
前
を
出
し
、「
江
戸
下
谷
七
軒
町
な
る
、
越
中
屋

与
惣
次
郎
と
い
ひ
し
者
の
二
男
」
と
す
る
が
、
父
の
職
業
に
は
触
れ
な
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い
。
ま
た
兄
の
名
前
は
「
庄
七
」
で
は
な
く
、「
荘
吉
」
と
す
る
。
す

な
わ
ち
、「
父
は
今
ヨ
リ
三
年
さ
き
に
世
を
退さ

れ
り
。
そ
の
後
は
寅
吉

が
兄
荘
吉
、
こ
と
し
十
八
歳
な
る
が
、
少
し
の
商
ひ
を
為
て
、
母
と
幼

き
弟
妹
な
ど
を
養
ひ
、
細
き
烟
を
立
つ
る
と
い
ふ
」（
一
一
頁
）
と
あ

る
。
一
方
、
信
淵
は
な
ぜ
か
寅
吉
の
父
親
に
ま
っ
た
く
触
れ
ず
、
兄
の

住
所
と
職
業
（
駕
籠
か
き
）
の
み
を
記
す
。

「
九
月
中
よ
り
親
元
え
帰
り
」　

信
淵
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。『
仙

境
異
聞
』
で
は
、
九
月
七
日
か
ら
山
崎
美
成
宅
に
寄
寓
と
す
る
。

④
‐
2

先
づ
書
法
を
以
て
屋
代
太
郎
を
伏
し
、
幽
冥
の
理
を
説
て
平
田
篤
胤

を
伏
し
、
音
楽
の
妙
を
説
て
御
音
人
衆
を
伏
し
、
鉄
炮
の
理
を
説
て
此

国
友
を
も
伏
し
、
風
炮
な
ど
は
仙
家
に
於
て
は
種
々
の
妙
機
あ
り
て
、

此
製
の
如
き
は
甚
だ
麁（

そ
）工

に
て
取
る
に
足
ら
ざ
る
こ
と
の
由
な
り
。
国

友
も
天
狗
界
の
風
炮
制
作
の
妙
理
を
聞
て
、
大
に
膽
を
潰
し
、
此
頃
は

右
の
白
石
平
馬
に
従
て
其
法
を
伝
授
し
、
又
々
仙
家
の
風
炮
の
製
に
取

か
ゝ
れ
り
。
定
て
来
春
は
出
来
る
な
る
べ
し
。

考
察「

書
法
を
以
て
」　
『
仙
境
異
聞
』
に
「
童
子
が
書
、
ま
た
そ
の
運
筆

を
ば
屋
代
翁
を
は
じ
め
書
に
賢
き
人
々
は
皆
驚
き
称
す
る
事
な
り
」

（
二
九
頁
）
と
あ
る
。

「
幽
冥
の
理
」　

目
に
見
え
な
い
世
界
（
幽
冥
界
）
す
な
わ
ち
天
狗
界

に
出
入
り
し
て
寅
吉
が
知
り
得
た
事
象
全
体
を
い
う
。

「
御
音
人
衆
」　

未
詳
。
歌
舞
音
曲
家
を
さ
す
ら
し
い
。『
仙
境
異
聞
』

に
は
対
応
す
る
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
。

「
大
に
膽
を
潰
し
」　
『
仙
境
異
聞
』
に
は
篤
胤
と
一
貫
斎
が
驚
い
た

場
面
の
記
述
が
あ
る
。「
風
を
こ
め
て
打
つ
鉄
炮
も
あ
り
と
云
ひ
出
で

た
る
に
、
我
も
人
も
此
の
頃
国
友
子
が
風
炮
に
い
た
く
驚
き
を
る
に
、

此
を
聞
き
て
更
に
驚
き
て
顔
見
合
せ
け
る
中
に
も
、
国
友
能
当
は
殊
に

甚
（
い
た
）
く
驚
き
ぬ
。
こ
れ
己
れ
と
共
に
仙
炮
の
事
を
問
へ
る
始
め

な
り
」（
二
八
～
二
九
頁
）。

「
其
法
ヲ
伝
授
シ
」　

文
脈
か
ら
「
伝
授
シ
」
は
「
伝
授
サ
レ
」
の
意

味
に
ち
が
い
な
い
。『
仙
境
異
聞
』
に
は
、
十
月
「
五
日
に
自
作
の
風

炮
を
持
ち
来
た
り
、
寅
吉
に
そ
の
仕し

掛か
け

を
見
せ
て
、
神
炮
の
事
を
探
ぬ

る
に
、
相
発
し
て
悟
り
得
る
事
甚
だ
多
し
」（
四
九
頁
）
と
あ
る
。

「
仙
家
の
風
炮
の
製
」　

一
貫
斎
が
寅
吉
伝
授
の
製
法
に
従
っ
て
「
仙

家
ノ
風
炮
」
制
作
を
行
っ
た
と
は
、『
仙
境
異
聞
』
に
記
述
が
な
い
。

た
だ
、
当
時
、
篤
胤
が
一
貫
斎
に
宛
て
た
書
状
（
三
月
二
日
付
け
、
年

不
詳
）
に
、
篤
胤
が
一
貫
斎
か
ら
「
仙
炮
図
色
紙
」
を
借
り
返
却
し
た

こ
と
、
そ
の
追
伸
に
紀
伊
国
石
井
伝
左
衛
門
と
い
う
人
が
「
仙
炮
之
事

進
メ
候
ヘ
バ
貴
家
へ
近
々
申
遣
候
」
と
問
い
合
わ
せ
て
き
た
旨
を
述
べ

て
い
る（

（2
（

。
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④
‐
3

扨
こ
の
白
石
兵
馬
と
云
ふ
は
、
本
名
は
虎
吉
と
云
へ
り
。
七
歳
の
時

よ
り
天
狗
に
誘
は
れ
、
当
年
十
五
歳
に
て
親
元
に
帰
れ
り
。
其
頑
な
る

こ
と
可に

く
む
べ
き悪

の
童
子
な
り
。
然
れ
ど
も
其
諸
物
の
理
を
発
明
す
る
こ
と
は

実
に
聡
明
怜
悧
、
遥
に
千
万
人
の
意
外
に
出
づ
。
奇
人
と
云
つ
べ
し
。

考
察「

当
年
十
五
歳
」　
『
仙
境
異
聞
』
は
「
文
化
三
年
寅
年
十
二
月
晦
日

の
朝
七
ッ
時
に
生
れ
た
る
が
、
そ
の
年
も
日
も
刻
も
寅
な
り
し
故
に
、

か
く
名
づ
け
し
と
ぞ
」（
一
一
頁
）
と
「
寅
吉
」
の
名
の
由
来
を
の
べ

る
。
信
淵
が
こ
こ
で
「
寅
吉
」
で
は
な
く
「
虎
吉
」
と
し
て
い
る
の

は
、
名
前
の
由
来
を
知
ら
な
か
っ
た
証
左
と
い
え
よ
う
。

「
頑
な
る
こ
と
可に

く
む
べ
き悪

」　
『
仙
境
異
聞
』
に
、
篤
胤
が
信
淵
か
ら
聞
い

た
話
と
し
て
、
文
政
三
年
一
一
月
二
五
日
夜
、
広
小
路
名
主
の
宅
で
寅

吉
が
居
合
わ
せ
た
客
の
真
言
宗
の
学
僧
に
論
争
を
ふ
っ
か
け
、
周
り
の

制
止
を
聞
か
ず
に
、
学
僧
を
激
し
く
罵
り
名
主
を
困
ら
せ
た
様
子
を
詳

し
く
記
し
て
い
る
（
六
五
～
六
八
頁
）。

④
‐
4

彼
が
製
し
た
る
笛
に
種
々
の
制
あ
り
て
、
其
長
一
丈
に
し
て
五
十
孔

あ
る
者
あ
り
。
長
九
尺
に
て
五
十
七
孔
あ
る
笛
あ
り
。
共
に
五
人
に
て

吹
く
。
又
一
尺
五
寸
に
て
九
孔
あ
る
者
あ
り
。
又
ふ
い
ご
の
如
く
に
て

棒
を
抜
さ
し
し
て
鳴
ら
す
笛
あ
り
。
又
八
絃
の
琴
の
如
く
に
て
、
其
弦

は
真
鍮
の
針
金
に
て
鉄
の
爪
に
て
鳴
ら
す
物
あ
り
。
又
桶
の
中
に
水
を

蓄
へ
、
其
上
に
金
鉢
を
伏
せ
て
打
鳴
ら
す
者
あ
り
。
何
れ
も
其
声
晴
朗

に
し
て
甚
だ
妙
な
る
美
音
を
作
す
。

仙
家
に
七
聖
の
舞
は
竜
の
舞
等
、
種
［
々
］
の
舞
楽
あ
り
。
此
十
五

歳
の
童
子
よ
く
其
音
律
に
通
じ
、
且
つ
進
退
俯
昂
周
旋
し
て
、
其
舞
を

作
す
。
誠
に
絶
代
の
奇
事
な
り
。

此
童
子
の
制
也
楽
器
は
先
月
中
既
に
悉
く
将
軍
家
の
御
内
覧
に
入

り
、
諸
侯
も
往
々
に
其
臣
を
遣
し
て
こ
れ
を
学
ば
し
む
。
大
久
保
加
賀

守
な
ど
は
別
し
て
熱
心
の
由
な
り
。

考
察「

七
聖
の
舞
」　

七
生
の
舞
、
七
韶
の
舞
と
も
表
記
さ
れ
る
。
天
神
地

祇
を
喜
ば
せ
て
感
応
を
得
た
り
、
山
の
妖
魔
を
祓
い
清
め
る
た
め
の
舞

楽
。
こ
こ
で
信
淵
は
実
際
に
七
聖
の
舞
を
目
撃
し
た
か
に
書
い
て
い
る

が
、『
仙
境
異
聞
』
に
よ
れ
ば
、
寅
吉
は
そ
の
舞
に
使
用
さ
れ
る
琴
の

図
を
描
い
て
み
せ
た
り
す
る
の
み
で
、
実
演
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、

篤
胤
は
、
七
韶
の
舞
や
仙
砲
な
ど
の
話
は
、
妄
想
に
す
ぎ
ず
な
い
、
怜

悧
な
児
童
が
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
山
人
（
天
狗
）
か
ら
聞
い
た
と
言

い
ふ
ら
し
て
い
る
だ
け
だ
、
と
い
う
荻
野
梅
雨
（
梅
塢
）
の
説
に
対
し

て
、「
梅
塢
氏
の
言
甚い

た

く
心
得
が
た
し
」
と
す
る
（
五
八
頁
）。

「
彼
が
製
し
た
る
笛
に
種
々
の
制
あ
り
」　

こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る

寅
吉
製
作
の
種
々
の
笛
や
楽
器
は
、
い
ず
れ
も
山
田
大
円
が
所
蔵
し
て

い
た
オ
ラ
ン
ダ
渡
り
の
種
々
の
「
オ
ル
ゴ
オ
ル
」
と
似
通
っ
て
い
る
。
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『
仙
境
記
聞
』
に
は
、
文
政
三
年
年
一
一
月
八
日
に
、
篤
胤
が
小
嶋
惟

良
、
屋
代
弘
賢
、
寅
吉
を
連
れ
立
っ
て
山
田
大
円
宅
へ
出
掛
け
、
大
円

所
蔵
の
「
オ
ル
ゴ
オ
ル
」
を
見
学
し
た
模
様
が
次
の
よ
う
に
、
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
篤
胤
は
参
加
者
に
佐
藤
信
淵
が
い
た
と
は

書
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
見
学
し
た
際
、
寅
吉
は
似
た
楽
器
は
山
に
も

あ
る
、
と
云
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
寅
吉
製
作
の
楽
器
を
将
軍
家
内
覧

に
供
し
た
り
、
諸
侯
の
家
臣
に
製
作
法
を
学
ば
せ
た
な
ど
と
い
う
話
は

『
仙
境
異
聞
』
に
は
み
え
な
い
。「
大
久
保
加
賀
守
」
は
老
中
大
久
保
忠

真
（
一
七
八
一
～
一
八
三
七
）、
相
模
小
田
原
藩
主
で
あ
る
。

翌
八
日
に
は
、
小
嶋
惟
良
ぬ
し
、
屋
代
翁
、
予
と
三
人
に
て
寅

吉
を
伴
ひ
て
山
田
大
円
が
り
行
き
ぬ
。
然
る
は
彼
の
人
も
か
ね
て

寅
吉
に
逢
は
ま
ほ
し
き
由
を
、
小
嶋
主
に
い
ひ
、
殊
に
種
々
珍
し

き
器
ど
も
持
ち
た
れ
ば
、
其
を
も
見
む
と
て
な
り
。
此
の
日
山
田

氏
に
集
へ
る
人
々
十
人
余
り
な
る
べ
し
。
寅
吉
に
書
を
乞
へ
ば
、

是
れ
ま
で
見
ざ
る
縄
を
結
び
た
る
如
き
字
あ
ま
た
、
篆
書
の
如
き

彼
の
界さ

か
いの

字
な
ど
を
夥
し
く
書
き
た
り
。
種
々
の
物
を
見
る
に
つ

き
て
種
々
の
物
語
り
も
出
で
け
る
中
に
、
阿オ

蘭ラ
ン

陀ダ

よ
り
来
た
れ
る

オ
ル
ゴ
オ
ル
と
い
ふ
楽
器
を
見
て
、
山
に
も
見
た
る
楽
器
に
こ
れ

と
似
た
る
が
有
り
と
云
ひ
出
で
た
り
。「
此
時
の
事
（
二
）
卷
六
十

五
丁
六
十
六
丁
に
も
あ
り
」
山
田
氏
は
そ
れ
は
い
か
に
製
れ
る
物

ぞ
と
探
ぬ
れ
ば
、
下
に
記
せ
る
鉄
の
箱
に
笛
六
本
を
仕
掛
け
、
水

を
は
り
て
肘
金
を
ま
は
せ
ば
、
中
な
る
水
の
湯
と
な
り
て
笛
の
鳴

り
出
づ
る
器
の
事
を
語
り
、
此
の
因ち

な
みに

鉄
の
器
に
水
を
も
り
、
鉄

棒
に
て
か
き
ま
は
せ
ば
湯
の
わ
く
器
の
事
を
委
し
く
出
で
た
り

き
。（
五
二
～
五
三
頁
）

〇
屋
代
翁
、
小
嶋
氏
、
予
と
三
人
、
寅
吉
を
同
道
し
て
、
山
田

大
円
が
り
行
き
け
る
に
、
あ
ろ
じ
淤オ

蘭ラ
ン

陀ダ

よ
り
渡
れ
る
、
オ
ル
ゴ

オ
ル
と
云
ふ
物
を
出
し
て
見
せ
ら
る
。
其
は
図
の
如
き
筥は

こ

の
中

に
、
丸
木
に
ひ
し
と
針
金
を
打
ち
た
る
を
二
本
渡
し
た
り
。
外
な

る
肘
金
を
廻
せ
ば
針
金
を
打
ち
た
る
二
本
の
丸
木
き
し
り
合
ひ

て
、
カ
リ
〳
〵
と
鳴
る
を
、
そ
れ
に
連
れ
て
幾
多
の
笛
、
ひ
や
う

〳
〵
と
互
ひ
に
異
な
る
音
を
出
す
ベ
く
拵
へ
た
る
物
な
り
。
笛
は

底
に
有
れ
ど
、
音
は
誰
が
耳
に
も
、
い
と
上
に
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
笛

は
い
づ
こ
に
有
ら
む
と
皆
不い

ぶ
か審

し
み
け
る
に
、
寅
吉
ひ
と
り
笛
は

底
に
有
る
ベ
し
と
云
ふ
に
ぞ
、
大
円
子
実
に
然
り
と
て
筥
を
か
へ

し
て
底
を
見
せ
け
る
に
、
笛
は
底
の
外
に
十
二
本
並
べ
て
ぞ
付
き

た
り
け
る
。
寅
吉
よ
く
見
て
、
我
が
山
に
も
此
の
器
に
似
た
る
物

あ
り
と
云
ふ
故
に
、
大
円
子
そ
は
い
か
様
に
製
れ
る
物
ぞ
と
問
へ

ば
、
寅
吉
云
は
く
、〔
此
処
原
本
一
頁
空
白
〕（
一
四
七
頁
）

篤
胤
サ
ロ
ン
で
話
題
に
な
っ
た
山
田
大
円
の
オ
ラ
ン
ダ
渡
り
オ
ル

ゴ
ー
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
よ
く
分

か
ら
な
い
。『
続
徳
川
実
記
』
の
文
政
五
年
二
月
一
五
日
に
「
こ
の
日
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入
貢
の
蘭
人
御
覧
あ
り
。
を
る
ご
る
付
時
計
一
種
な
り
」
と
あ
る
よ
う

に
、
単
独
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
や
ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ゴ
ー
ル
よ
り
は
オ
ル

ゴ
ー
ル
時
計
が
多
か
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
す
こ
し
時
代
が
さ
か

の
ぼ
る
が
、
大
槻
玄
沢
サ
ロ
ン
で
の
訳
稿
を
集
成
し
た
『
蘭
畹
摘
芳
』

に
は
、
司
馬
江
漢
所
蔵
の
「
司
馬
氏
蔵　

オ
ル
ゴ
ル
貼
紙
訳
艸
」
や

「
鐘
楽
臆
説
」（
蘭
畹
摘
芳
二
編
巻
之
一
、
磐
水
先
生
訳
考
、
寛
政
一
二

年
一
二
月
下
旬
成
）
が
み
え
る
。

④
‐
5

今
は
此
童
子
、
我
親
類
な
る
平
田
大
角
が
宅
に
居
す
。
官
よ
り
命
あ

り
て
謾

（
マ
マ
）に

人
に
見
せ
し
む
る
こ
と
を
禁
ず
。
予
と
大
角
と
し
て
此
天
狗

童
に
問
聞
せ
し
仙
家
の
法
及
び
幽
冥
万
物
の
理
、
既
に
七
八
冊
に
及
べ

り
。
来
春
小
生
秋
田
に
帰
る
こ
と
を
得
ば
、
諸
図
諸
説
悉
く
持
参
仕

り
、
貴
覧
に
入
れ
申
す
べ
し
。
実
に
有
用
の
事
も
頗
る
ま
れ
あ
る
こ
と

に
御
座
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
十
二
月
十
日　

佐
藤
松
菴
桃
祐
甫
書

考
察こ

の
よ
う
に
、
門
人
で
あ
る
信
淵
が
師
の
篤
胤
（
通
称
大
角
）
の
こ

と
を
親
類
呼
ば
わ
り
し
た
り
、「
予
と
大
角
と
し
て
」
な
ど
と
同
格
の

友
人
扱
い
す
る
の
は
、
信
淵
の
自
己
宣
伝
に
す
ぎ
な
い
。
篤
胤
と
共
同

し
て
作
成
し
た
と
い
う
寅
吉
か
ら
の
聞
書
集
も
、
実
態
は
篤
胤
の
『
仙

境
異
聞
』
の
写
本
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。「
来
春
小
生
秋
田
に
帰

る
」
計
画
が
実
現
し
た
か
、
不
明
。

お
わ
り
に

平
田
篤
胤
サ
ロ
ン
の
寵
児
と
な
っ
た
寅
吉
が
も
た
ら
し
た
異
界
情
報

の
う
ち
、
気
砲
お
よ
び
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
関
わ
る
も
の
は
、
一
貫
斎
、
山

田
大
円
が
情
報
源
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
目
に
見
え
な
い
異

界
を
探
求
し
た
篤
胤
の
サ
ロ
ン
で
、
蘭
学
の
も
た
ら
し
た
科
学
知
識
と

鉄
炮
鍛
冶
の
技
術
の
結
合
か
ら
う
ま
れ
た
気
砲
が
話
題
と
な
っ
た
。
佐

藤
信
淵
の
『
気
砲
記
』
書
き
入
れ
は
、
科
学
的
な
観
察
精
神
や
批
判
精

神
か
ら
は
程
遠
い
自
己
宣
伝
的
な
気
砲
レ
ポ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
眼
科

医
、
蘭
学
者
、
奇
巧
家
で
も
あ
っ
た
山
田
大
円
の
科
学
知
識
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
稿
を
あ
ら
た
め
て
追
求
し
た
い
。

註（
1
）
小
川
剣
三
郎
（
一
九
三
一
）「
山
田
大
円
先
生
伝
」
中
外
医
事

新
報
一
〇
六
七
号
、
一
～
一
〇
頁
参
照
。

（
2
）
佐
藤
信
淵
の
平
田
篤
胤
入
門
は
、文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）。

平
田
篤
胤
門
人
の
「
誓
詞
帳
」（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
）
に

「
羽
州
秋
田
人　

江
戸
住　

佐
藤
百
祐　

後
松
庵　

文
化
十
二
年

乙
亥　

藤
原
信
淵ヒ

ロ

」（「
ヒ
ロ
」
は
朱
字
）
と
記
す
。
ま
た
「
授
業
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門
人
姓
名
録
」（
同
館
蔵
）
に
は
「
出
羽
国
秋
田
産　

江
戸
住　

（
日
文
）
佐
藤
百
祐
藤
原
信
淵ヒ

ロ　

後
松
庵　

玄
海
」（「
玄
海
」
は

朱
字
）
と
み
え
る
。

（
3
）
二
〇
〇
三
年
夏
、
オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ル
フ
トLegerm

useum

（
陸
軍
武
器
博
物
館
）
所
蔵
の
ス
ヘ
イ
フ
ェ
ル
銃
を
調
査
し
た
。

冨
井
洋
一
・
松
田
清
（
二
〇
〇
三
ａ
）「
一
貫
斎
気
砲
と

『SCH
EIFEL

』
空
気
銃
」『
江
戸
時
代
の
科
学
技
術

―
国
友

一
貫
斎
か
ら
広
が
る
世
界
』
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
五
五
～

五
六
頁
参
照
。

（
4
）
以
上
、
国
友
一
貫
斎
の
伝
記
事
項
は
有
馬
成
甫
（
一
九
三
二
）

『
一
貫
斎
国
友
藤
兵
衛
伝
』
武
蔵
野
書
院
、
に
よ
る
。

（
5
）
平
田
篤
胤
の
「
授
業
門
人
姓
名
録
」（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館

所
蔵
）
の
文
政
三
年
欄
に
、「
近
江
国
坂
田
郡
国
友
村　

山
田
大

円
紹
介　

国
友
藤
兵
衛　

能
当　

十
月
十
一
日
」、
続
け
て
「
江

戸　

屋
代
輪
池
翁
紹
介
人　

十
四
歳　

高
山
寅
吉　

篤
任　

後　

石
井
嘉
津
間　

十
月
十
一
日
」
と
記
す
。
屋
代
輪
池
翁
は
屋
代
弘

賢
。

（
6
）
前
注
参
照
。

（
7
）
以
下
の
引
用
は
『
仙
境
異
聞
・
勝
五
郞
再
生
記
聞
』
子
安
宣

邦
校
注
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
に
よ
る
。

（
8
）
松
田
清
（
二
〇
〇
三
ｂ
）「
江
戸
時
代
舶
載
蘭
書
に
み
る
空
気

銃
」『
江
戸
時
代
の
科
学
技
術

―
国
友
一
貫
斎
か
ら
広
が
る
世

界
』
六
一
～
六
二
頁
、
お
よ
び
同
書
四
〇
～
四
一
頁
。

（
9
）
前
田
一
男
「
国
民
精
神
文
化
研
究
所
の
研
究
：
戦
時
下
教
学

刷
新
に
お
け
る
『
精
研
』
の
役
割
・
機
能
に
つ
い
て
」（『
教
育
史

学
』
二
五
号
、
一
九
八
二
年
）
の
「
国
民
精
神
文
化
研
究
所
職
員

一
覧
」
七
六
～
七
七
頁
に
よ
る
。

（
10
）
坂
本
稲
太
郎
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
教
育
学
科
卒
業
（
卒

業
年
月
日
未
詳
）。
教
学
錬
成
所
錬
成
官
を
へ
て
、
戦
後
、
羽
後

交
通
（
株
）
角
館
営
業
所
長
の
の
ち
、
秋
田
大
学
学
芸
学
部
（
昭

和
二
八
年
度
～
四
一
年
年
度
）、
秋
田
大
学
教
育
学
部
（
昭
和
四

二
年
度
～
四
八
年
度
）
の
助
教
授
と
し
て
教
育
学
お
よ
び
教
育
史

を
講
じ
た
。
以
上
、
秋
田
大
学
附
属
図
書
館
・
情
報
推
進
課
利
用

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
『
秋
田
大
学
職
員
録
』『
秋
田
県
教
職
員
録
』

『
秋
田
魁
年
鑑
』
記
載
事
項
の
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
坂
本
稲
太

郎
は
『
秋
田
県
教
育
史
研
究
』（
秋
田
大
学
秋
田
県
教
育
史
研
究

会
）
創
刊
号
（
一
九
六
四
）
～
第
七
号
（
一
九
七
二
）
の
編
者
の

一
人
で
あ
っ
た
。

（
11
）『
佐
藤
信
淵
家
学
全
集
』
中
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
六
）、

六
二
九
頁
。
疋
田
家
は
久
保
田
藩
（
秋
田
藩
）
の
家
老
家
格
に
お

い
て
、
引
渡
一
番
、
同
二
番
に
続
く
廻
産
に
属
す
る
家
格
で
あ
っ

た
。

（
12
）
森
銑
三
（
一
九
四
二
）『
佐
藤
信
淵

―
疑
問
の
人
物
』（
今

日
の
問
題
社
、
昭
和
一
七
年
一
〇
月
一
五
日
刊
）、
四
頁
。
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（
13
）
森
銑
三
（
一
九
四
二
）、
七
九
～
八
八
頁
。

（
14
）
大
島
郁
太
郎
「
人
・
そ
の
思
想
と
生
涯
（
四
〇
）
深
井
史
郎
」

（『
あ
き
た
』
八
九
号　

一
九
六
九
年
一
〇
月
一
日
）
五
〇
頁
に
昭

和
二
年
頃
の
石
田
直
太
郎
の
動
静
を
記
述
す
る
。
石
田
直
太
郎
は

『
秋
田
県
史　

文
芸
教
学
篇
』（
昭
和
三
六
年
三
月
刊
）
で
「
書

道
・
漢
詩
」
を
執
筆
。

（
15
）
森
銑
三
（
一
九
四
二
）、
八
六
頁
。

（
16
）
森
銑
三
（
一
九
四
二
）、
八
七
頁
。

（
17
）『
高
島
秋
帆

―
西
洋
砲
術
家
の
生
涯
と
徳
丸
原
』（
板
橋
区

立
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
四
）
所
収
、
小
林
保
男
「
徳
丸
本
村
名

主
（
安
井
家
）
文
書
に
み
る
徳
丸
原
砲
術
調
練
」
参
照
。

（
18
）
小
川
剣
三
郎
（
一
九
三
一
）
に
よ
る
。

（
19
）
有
馬
成
甫
（
一
九
三
二
）、
一
六
八
頁
。

（
20
）
有
馬
成
甫
（
一
九
三
二
）、
一
七
五
頁
。
以
下
の
考
察
に
お
け

る
、「
気
砲
」
第
一
号
の
記
載
は
同
書
同
頁
に
よ
る
。

（
21
）
松
田
清
・
冨
井
洋
一
（
二
〇
〇
三
ｃ
）「
松
浦
静
山
旧
蔵
『
風

銃
』
お
よ
び
デ
ル
フ
ト
軍
事
博
物
館
所
蔵
ス
ヘ
イ
フ
ェ
ル
銃
調
査

の
中
間
報
告
」『
近
世
日
本
に
お
け
る
科
学
・
技
術
の
源
流

―

ガ
リ
レ
オ
、
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
か
ら
一
貫
斎
ま
で
』
江
戸
の
も

の
づ
く
り
第
3
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
七
三
～
七

四
頁
。

（
22
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
東
京
都
板
橋
区
「
徳
丸
原
」
項
目
。

（
23
）
有
馬
成
甫
（
一
九
三
二
）、
三
八
六
頁
。
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